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昔のようなきれいな海を創ろう！ 
－山下公園前海域で水質浄化実験を始めました－ 

 
みなと横浜のシンボルである横浜港の水環境は、公共下水道の整備や事業場排水の規制などにより

改善されてきましたが、依然として赤潮や悪臭の発生などの課題があります。 

横浜港のさらなる魅力アップに向けて、昔のようなきれいな海を取り戻すためには、これまでの汚濁負

荷削減対策に加えて、海が本来もっている海域生物の浄化作用の活用を図る必要があります。 

そこで、環境創造局では、本年度の重点化枠事業の一環として山下公園前の海域において、海中生

物の水質浄化能力を活用した水質浄化実験を開始しました。 

また、この実験を通じて市民との連携を図り、市民とともに「きれいな海づくり」に取り組みます。 

 

１ 実験の概要 
山下公園前海域の水質浄化実験は、水中スクリーンで縦８０ｍ、横４０ｍの広さに海域の一部

を仕切ることにより、赤潮や降雨時の濁水を遮断し、海中の生物による水質浄化を確認するもの

です。（裏面 図―１から３のとおり） 
２  場    所 

    山下公園前海域（水中スクリーン内：約３,２００㎡） 

３ 実験期間 

 平成２０年７月１７日（木）から平成２１年３月末（予定） 
４ 水質浄化効果の確認 

 水質調査（透明度等）、底質調査（固形分等）、付着生物等の調査を実施します。 
５ 実験施設の公開等について 

(1) ７月２３日（水）、２４日（木）１１時から１６時：実験施設を公開 
７月２４日（木）１１時、１３時、１５時 ：海中の実況中継 
場所：山下公園実験施設前テント（図―１参照） 

(2)  小学生や市民とともに、海中生物を利用した水質浄化機材を製作し、海に設置します。 
７月２４日（木）１０時～１２時 
参加受付：山下公園実験施設前テント（図―１参照）。先着順 15 人程度。 

作業時間は１時間程度です。 
（生物浄化の進行に併せ、この他にも市民との協働の取り組みを行います。） 
※１ 取材については、当日報道受付にお越しください。 
※２ 天候等の理由により、内容を変更または中止することがあります。 
                                                              （裏面あり） 



 

水質浄化実験施設 
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図－１ 水質浄化実験施設（水中スクリーン）の設置位置 
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図－２ 水質浄化実験の縦断面図 
干渉ゾーンで干満による海水の出入りを制限し、浄化ゾーン内での生物による水質浄化効果を高めます。
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図－３ 山下公園前海域の海底の測量結果を三次元画像で表現し、水質浄化実験施設（水

中スクリーン）のイメージを書き込みました。 


